
 

 

 

２０１８年 7 月    

～第７2 号～ 
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

春の特別企画展『イタイイタイ病映像展、写真

展』を開催しました 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

今年はイタイイタイ病を日本初の公害病とし

て認める厚生省見解が発表されてから 50 年と

いう節目を迎えるにあたり、5 月 6 日(日)に、

春の特別企画展『イタイイタイ病映像展～イタ

イイタイ病公式見解 50 年を迎えるにあたって

～』を開催しました。 

 

当日は、午前の開始にもかかわらず、開会前

から多くの方々が訪れました。 

まもなく会場はほぼ満席となり、人々のイタ

イイタイ病への関心の高さが窺えました。 

まずは飯田館長による開会のことばから始まり、

午前と午後の二部構成で、県内テレビ放送局各

局が、これまでの社会や関係者の取り組みなど

についてイタイイタイ病をテーマに制作した番

組映像を上映しました。 

映像の上映の前後に、各局の著名アナウンサ

ー等からの補足説明もあり、参加者はより理解

を深めていたようでした。 

 

 

～飯田館長による開会の言葉～ 

 

昼の休憩をはさんだ後は、被害者団体、原因

企業、行政それぞれの代表から、イタイイタイ

病の被害を二度と繰り返すことのないよう決意

した未来へのことばが述べられました。 

 

 

 

～未来への言葉～ 

 

その後、鏡森名誉館長が「私が見たイタイイ

タイ病の歴史５０年」と題した講演を行いまし

た。研修医時代から半世紀にわたりイタイイタ

イ病と向き合ってきた鏡森名誉館長の講演に、

参加者は真剣に聞き入っていました。 

 

     ～鏡森名誉館長講演～ 

 

映像展に先立ち、４月２９日(日・祝)から５

月６日(日)まで、イタイイタイ病に関する写真

パネルを展示した『イタイイタイ病歴史写真展』

を開催しました。 

ゴールデンウイーク期間中の開催ということ

もあり、連日県内外からの多くの来館者が、一

枚一枚熱心に写真を眺める姿が見られました。 

 

 

～イタイイタイ病歴史写真展～ 



 

 

 

今回の企画展は、多くの方々にイタイイタイ

病の教訓や、その克服の歴史を振り返り、未来

への想いを確認していただく機会となったよう

に思います。 

次の 50 年に向けても資料館では、さらに工

夫をこらした企画展を開催していきます。 

 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

夏休み企画『日帰りバスツアー』・『夏休み自由

研究講座』の参加者を募集します 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■  

資料館では、今年も夏休み企画として、8 月

3 日(金)に『イタイイタイ病を学ぶ日帰りバス

ツアー』を、8 月10 日(金）に『夏休み自由研

究講座～イタイイタイ病を学ぼう～』を開催し

ます。  

 

『イタイイタイ病を学ぶ日帰りバスツアー』

では、カドミウム汚染から復元された農地や、

神岡鉱業株式会社の工場やたい積場、清流会館

など、イタイイタイ病にゆかりのある場所をバ

スに乗って巡ります。  

 

 

 ～昨年度の日帰りバスツアーの様子～ 

 

『夏休み自由研究講座～イタイイタイ病を

学ぼう～』では、イタイイタイ病対策協議会で

昨年3月まで副会長を務め、現在は顧問で資料

館の語り部でもある髙木良信氏による展示解説

やイタイイタイ病に関するクイズのほか、富山

市科学博物館より講師をお招きし、酸性雨を調

べる実験も行います。 

 

 

 

～昨年度の夏休み自由研究講座の様子～ 

 

いずれの企画も小学 5～6 年生とその保護者

を対象としております。また、参加は無料です

が、事前申込が必要となります。 

申込締切日： 

日帰りバスツアー    7月17日（火） 

夏休み自由研究講座   7月31日（火）  

＊行事によって締切日が異なります。ご注意

ください。 

＊どちらも当日必着です。申し込み多数の場

合は抽選となります。 

詳しい内容や申込方法は資料館ホームペー

ジをご覧ください。  

「資料館ホームページ」 

（URL：http://www.pref.toyama.jp/branches/1291/） 

夏休みの宿題や親子の思い出づくりに参加

してみてはいかがでしょうか。多くの方のご参

加をお待ちしております。 
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